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 氏  名 校長・教員  学校長 兵頭 弘 

監督名 奥野 岳 〇  学校所在地 愛媛県西予市三瓶町津布理48番地 

    電話 0894-33-0041 

      

背番号 選手氏名 ふりがな 位置 学年 投 打 

1 菊池 瑠偉 きくち るい 投手 3 右 右 

2 松木 心 まつき しん 捕手 3 右 右 

3 宮口 雄成 みやぐち ゆうせい 一塁手 3 右 左 

4 山下 太輝 やました たいき 二塁手 3 右 右 

5 山本 堅心 やまもと けんしん 三塁手 3 右 右 

⑥ 山本 宙 やまもと そら 遊撃手 3 右 右 

7 菊池 遥翔 きくち はると 左翼手 3 右 右 

8 山本 琉心 やまもと りゅうしん 中堅手 3 右 左 

9 笹方 奏 ささかた そう 右翼手 3 右 右 

10 石田 拓海 いしだ たくみ 投手 3 右 右 

11 川島 凛太郎 かわしま りんたろう 外野手 2 右 右 

12 竹内 慎 たけうち まこと 外野手 2 右 右 

13 宮本 陽輝 みやもと はるき 内野手 2 右 右 

14 松本 海摩 まつもと しいま 外野手 1 右 右 

15 山本 敬太 やまもと けいた 内野手 1 右 右 

16 宮口 佳大 みやぐち けいた 内野手 1 右 左 

17 笹方 蓮 ささかた れん 内野手 1 右 右 

18 川﨑 ケイシー 誠 かわさき けいしー あきら 外野手 1 右 左 



回 63 勝 13 敗 3 分

平成３０年度　全国中学校体育大会

第４０回　全国中学校軟式野球大会　出場校紹介

四　国 ブロック ふりがな せいよしりつみかめちゅうがっこう

第２位 学校名 愛媛県 西予市立三瓶中学校

チームの戦力分析

１ 投手について

　エース菊池　瑠偉は、冬場の走り込みや体幹強化で球速が伸びた。ストレートに加え、３つの球種を使い、ピンチ
にも動じず淡々と投げることができる。松木は多彩な変化球を軸に打たせて取るピッチングをすることができる。宮
口は角度のあるボールで打者を打ち取る。石田は身長１８０ｃｍから投げ下ろすストレートが特徴である。

２ 守備について

　市、県、四国大会においてエラーは３つしかなく、守備から攻撃のリズムを作ることができた。１年生の時から、
三瓶中独自の「板トレーニング」を行い、グラブの使い方、さばき方を徹底してきた。その結果秋、春の大会も大き
なミスなく守備をすることができた。

３ 攻撃について

　小技、走塁で相手を崩すことを常に心掛けている。ノーヒットで得点を取ることができるのが、このチームの一番
の特徴。また、新チーム結成当初から木製のバットでのバッティング練習により、ミート力、力強さも向上してき
た。体は小さいが、ここ一番というときに長打を狙うこともできるようになった。市、県大会では合計５本のホーム
ランを打つことができた。

４ チームの特徴

　体は小さいが、「一つでも前の塁へ」「一つでも多く勝ちたい」という気持ちはどこよりも強い。「声でコールド
勝ち」をモットーに明るく、元気よく野球に取り組んできた。エース菊池瑠偉を中心として守備からリズムを作り、
攻撃につなげていくチーム。予選ではわずか失策３と、これまでの経験や練習が生かされた。
　また、昨年の秋からメンタルトレーニングにも力を入れている。試合が始まるまで、試合中、タイムを取った時な
ど、それぞれの自分たちのルーティンを作り、実行することで大きな成果を出すことができた。
　これまでやってきたことをすべて出し切り、最高の結果を収めたいと思う。

５ 全国中学校軟式野球大会出場回数 0 ６ チーム成績(練習試合を含む)

７ 本大会までの軌跡（大会ごとに対戦相手とスコアを記入してください）

大会 西予市 地区大会 都道府県大会 ブロック大会
回戦 スコア 対戦校 回戦 スコア 対戦校 回戦 スコア 対戦校 回戦 スコア 対戦校

１回戦 ５－２ 城川中 １回戦 ３－０ 小野中 １回戦 ３－２ 大麻中

決　勝 ２－１ 宇和中 ２回戦 ８－１ 伊予中 ２回戦 ２－１ 藤井中

３回戦 ３－０ 東予東中 決　勝 ０－７ 高知中

決　勝 ０－５ 広見中

８ 学校紹介（開会式のアナウンスの参考にさせていただきます）

　三瓶中学校は、愛媛県西予市の西部に位置している全校生徒１３１名の小さな学校です。昔からスポーツの町とし
て知られ、元卓球世界王者の小野征治さん、明徳義塾高等学校の馬渕史郎をはじめとし多くのアスリートや指導者を
生み出しました。部活動でも女子バスケットボールは県優勝５回を達成したり、今年度は水泳、ソフトテニスで四国
総体に出場したりするなど目覚しい活躍をしています。野球部は現在２０名で活動しています。中学校から野球を始
めた生徒もいますが、限られた時間を有効に使い日々練習に励んでいます。今回は１球１球に気持ちを込め、一つで
も多く勝てるように頑張ります。小さな学校が大きな奇跡を起こします。

９ 主将の抱負

　僕たち野球部は、春の全国大会地区予選では一回戦で負けてしまい、悔しい思いをしました。そこからもう一度自分たちの野球
生活を見直し、一からスタートしてきました。メンタルトレーナーによる講演会に参加したり、そこでの話を参考に試合への準
備・入り方を工夫し、アップではチームが一つになるよう集団行動にしたりすることで、徐々にチームがまとまってきました。市
総体から何度も大変な場面を迎えましたが、みんなで協力し、乗り越えてきました。全国大会は初出場ですが、自分たちの持ち味
である堅実な守備と、少ないチャンスをものにする攻撃力で最後の一球まで自分たちの野球を貫きます。そして今まで支えてくだ
さった方々への感謝を忘れず、一回でも多く勝って恩返しできるよう頑張ります。


